
要約：本稿の目的は，日韓の社会福祉学分野の文献において，「カルチュラルコンピテン
ス」に関する概念がどのように取り上げられているかについて検討し，今後の研究課題を
提言することである。対象は日本の文献 11件，韓国の文献 22件であった。分析の結果，
カルチュラルコンピテンスは文化的認識・文化的知識・文化的技術・文化的センシティビ
ティーなどの内容が含まれる「包括的概念」，同僚・上司・組織及び多文化教育や訓練に関
連する「連携的な概念」，業務の経験が重なりつつ肯定的な方向に発展していく「成長的な
概念」であることが明らかになった。また，日本の文献は障がい者・児童など支援対象が
より広範であり，韓国の文献は外国人に関する論文に集中していた。日本の文献の主な内
容は「教育」や「実践」などであったが，韓国の文献には「影響を与える要因」や「尺度
開発」などが見られた。この結果を踏まえて今後の研究のための提言を行った。
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1．はじめに

1-1．研究背景及び目的
以前に比べ国家間の移動が容易となり，多様な理由で出・入国する人が増加してい
る。移住は旅行や出張などの一時的な居住と異なり，長期間の定住を目的にする。この
時，移住者個人あるいはその家族が移動すると同時に，彼らの文化も共に移動すること
になる。こうした移住による新しい文化の流入は，既存社会に多様な文化の共存をもた
らす。
そもそも多文化・多民族社会であるアメリカでは，早い時期からソーシャルワークに
おける多様性の尊重に関する指摘がされてきた。特にカルチュラルコンピテンス（Cul-
tural Competence）に関する議論が普及し，対人援助において強調されてきた。
対人援助において，効果的なサービスの提供のために必須の要素になっているカルチ
ュラルコンピテンスは，サービス提供者が自分の文化を認識した上で，それと異なるク
ライエントの文化を受容・尊重し，クライエントが文化の中で適切に機能することがで
きるように支えるすべての介入を含めた文化的認識や知識である（McPhatter 1997 ; Lu
et al. 2001）。また，多様な文化的背景をもつクライエントを理解し，その知識を実践や
態度，制度に反映させて支援を提供する能力のことであり，クライエントの思想や信
仰，価値観の多様性を理解する力，その多様性が生み出す力，地域の文化的知識や文脈
を理解しそれに適応する力の総称である（Cross et al. 1989）。
このようなカルチュラルコンピテンスに関する議論は，アメリカのソーシャルワーク
の領域に変化をもたらした。2008年のアメリカの社会福祉倫理綱領の改定時，「カルチ
ュラルコンピテンス」と「社会的多様性（Social Diversity）」が強調され，多様な民族
と社会的多様性への理解を求めるべきである（NASW 2008）と述べられた。さらに
2007年に提示された『カルチュラル・コンピテンスの実践に対する指針（Stands and
Indicators for Cultural Competence in Social Work Practice）』が 2015年に修正・補完され，
再発表された（NASW 2015）。
こうしたアメリカにおけるカルチュラルコンピテンスの概念が日本や韓国にも紹介さ
れ，日韓でも必要性が論じられるようになった。移住者である外国人の急増とともに，
彼らが新しい社会に適応するため，彼らの特殊なニーズに応じることができるソーシャ
ルワーク技術の必要性が生じた。実際，韓国では社会福祉学分野でも移住民や既存社会
になじんでいない住民を対象とした社会的サービスなどが見られるようになった。国内
で社会的・文化的マイノリティーとして生活する外国人労働者や結婚移住者を対象とし
た多文化社会福祉サービスの提供も急増する傾向にある。こうした背景のなかで，アメ
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リカのような多民族・多文化国家に比べると多数派の割合が極めて高い日本（三島
2015）においても，多文化クライエントを理解し，彼らの文化に適切なサービスを提供
することができるワーカーのカルチュラルコンピテンスが必要とされている（ノチュン
レら 2011）。
コミュニケーション，態度と行動の意味に対する理解，価値や信念の尊重，考え方と
家族関係に対する理解など対象者の文化を理解・受容し，これを援助活動に活用する知
識・能力はサービスの質と効果の主な要因である（チェソヨン 2010）。添田（2012）
は，ソーシャルワークにおいては個別性を尊重することが援助の原則の一つとされてお
り，異なる民族，文化，国籍というものはクライエントの個別性を尊重した実践を展開
するために理解しておく必要性があると主張した。また，国際人口移動に伴う生命，生
活の安定や安全保障の整備にあたっても，彼らを支援するワーカーにとってカルチュラ
ルコンピテンスは必要不可欠であると述べた。即ち，ワーカーがクライエントと信頼関
係を構築する上で，彼らの言語，宗教，社会的・文化的環境を理解し，それらに配慮す
る援助や文化的に関連性の高いサービスを提供できる能力が求められている（森
2016）。武田（2009）によると，既存の単なる 1対 1の臨床的な実践だけでは，ワーカ
ー自身と異なる文化的背景のクライエントが直面している差別や偏見，制度や法律の制
限，社会・政治・文化に根差している問題に対応する事は不十分である。また，カルチ
ュラルコンピテンスに基づくソーシャルワークでは，クライエント自身やその家族だけ
でなく，クライエントの属する組織，コミュニティ，政策，社会といった環境やシステ
ムに働きかける必要があると述べた。即ち，ワーカー個人のカルチュラルコンピテンス
のみならず，ワーカーが所属している組織や機関，社会に対するカルチュラルコンピテ
ンスが求められている。
このように，社会的・学問的にカルチュラルコンピテンスの必要性が挙げられている
ものの，社会福祉領域においてその論議が不十分である。日韓のカルチュラルコンピテ
ンスが現在どのように取り上げられ，教育や実践にどのように反映されているかを俯瞰
したものはまだ見当たらない。特に以下のような点が明確にされていない。

第 1に，研究者によってさまざまに使用されているカルチュラルコンピテンスの概念
を定義し，その構成要因を探ること。
第 2に，ソーシャルワーク分野で支援対象をどのように設定し論じているかを探るこ
と。
第 3に，日韓の文献の相違点を明らかにすること。

そのため，日韓の社会福祉学分野の文献に限定して，どのように取り上げられている
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かその内容を分析したうえで，そこから得られた示唆から今後の研究のための提言をす
ることを目的とする。これらは，今後のカルチュラルコンピテンスに関する研究をさら
に深めるための基礎資料になると考えられる。

1-2．研究方法
日韓の文献で「カルチュラルコンピテンス」がどのように取り上げられているかを検
討する。検討の対象はすでに発表された学術論文とする。資料の収集は日韓のデータベ
ースである「CiNii（日本－国立情報学研究所）」，「KISS と DBpia（韓国）（1）」を用い
た。文献の検索は次のように行った。カルチュラルコンピテンスの同義語として使われ
ている「文化的コンピテンス」「文化的能力」「文化的力量」「多文化対応力」「異文化対
応力」「cultural competence」「cultural competency」を含めて検索ワードとした（2）。
ただし，検索結果からさらに次のような文献抽出の基準を設けた。

①重複検索した文献は除外
②学術論文として発表された文献以外（研究ノート，学会報告資料など）は除外
③カルチュラルコンピテンスに関する研究とは関連していない文献は除外
④タイトルに「カルチュラルコンピテンス」は無いが，本文にその内容があれば含む

このような基準に従って検索した結果，計 104件（日本の文献 28件，韓国の文献 76

件）が抽出された。その中で，社会福祉学に関する文献，計 33件（日本の文献 11件，
韓国の文献 22件）を対象として検討した（3）。

上記の論文を検討し，発表された年度で整理したところ，2000年以降に始めて発表
されて以降（日本は 2008年，韓国は 2007年），2010年以前が 6件，2011年から 2015

年は 15件，2016年・2017年は 2件であった。分析の結果，「概念及び構成要因」「支援
対象」「養成教育」「援助技術」「影響を与える要因」「尺度開発」の 6つのカテゴリが抽
出された。その具体的な内容は以下の通りである。

表 1 各カルチュラルコンピテンスに関する文献が発表された分野の一覧

分野 日本（件） 韓国（件）
看護学・医学 7 25

教育学 4 12

心理学 3 2

社会福祉学 11 22

その他 3 15

計 28 76

（2017. 12. 30. 現在）
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2．取り上げられている
カルチュラルコンピテンスの概念・構成要因及び支援対象

2-1．カルチュラルコンピテンスの概念及び構成要因
抽出された 33件からのソーシャルワークにおけるカルチュラルコンピテンスの概念
や構成要因の内容を整理した。文献で最もよく引用された研究者の論文や理論を代表的
であるとみなし，それらを中心に検討した。
2-1-（a）．概念
カルチュラルコンピテンスの概念について，研究者が共通して強調する点や相違点を
見出した。抽出された文献で最も引用されている 3名を代表的であるとみなし，各研究
者が論じた内容を表 2のように整理した。

表 2 各研究者によるカルチュラルコンピテンスの概念

Cross T. L. et al Lum D. Sue D. W. et al

文献（4）10, 12, 15, 16, 17, 18, 19,20, 21, 26, 28, 29, 30, 31 2, 4, 16, 21 3, 5, 11, 17, 18, 19, 28, 29

研究者
の位置
づけ

対人援助の分野でカルチュ
ラルコンピテンスを幅広く
研究した研究者。

アメリカの代表的な多文化社会福祉
学の研究者。

アメリカの心理学者。多文化社会
を基盤としてカウンセリングなど
の理論を発表した研究者。

レベル

1．実践家の個人の能力
2．専門職分野の全体，機
関，組織，サービス提供シ
ステムの能力

1．サービスを提供する実践家の個
人のレベル：自身の文化やクライエ
ントの文化に対する自己認識
2．実践家が属している機関のレベ
ル：組織の実践家がカルチュラルコ
ンピテンスを持つように，関連教育
を備え，機関の政策や環境から多文
化クライエントを配慮する
3．機関が属している地域社会のレ
ベル：地域社会の中での差別・排除
を控える

1．個人的なレベル：提供者が必
要な洞察力，知識，及び技術（文
化的に多様な背景をもったクライ
エントに対してコミュニケーショ
ン，交流，交渉，介入することの
できる能力）を獲得すること
2．組織的なレベル：すべてのグ
ループに対応できる新しい理論，
実践，政策，及び組織の構造を効
果的に開発することを提唱してい
くこと

カルチ
ュラル
コンピ
テンス
の定義

・サービス提供システムや
機関，実践家個人が多文化
状況で効果的にサービスを
提供できるようにする行
動，態度，政策。
・異なる文化的背景の中
で，効果的にサービスを提
供できる能力。

・ソーシャルワーカーが多様な文化
的背景のクライエントに対する効果
的な事業を開発しなければならない
一連の知識と技術。
・多様な文化圏のクライエントに効
果的なサービスを提供するため適切
な技術や知識を活用する能力。

・クライエント及びクライエント
のシステムを最適化するための活
動に従事したり，それに必要な状
況を作り出す能力。

特徴

クライエントに効果的にサ
ービスを提供できるワーカ
ーの個人及び機関の能力の
みならず，政策まで拡大す
る。

カルチュラルコンピテンスのレベル
を機関が属している地域社会のレベ
ルまで拡大。地域社会の中での差
別・排除を控えること。

カルチュラルコンピテンスは主に
教育や訓練を通して習得でき，ク
ライエントに対する実践家の態度
や行動に通じて表される。また，
組織の構造的な力がワーカーのカ
ルチュラルコンピテンスを助長し
たり，阻害する可能性があること
を主張する。
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各研究者は共通して，カルチュラルコンピテンスの概念は自身の文化を認識した上
で，異なるクライエントの文化を理解し適切なサービスを提供することができる技術を
身に着ける能力であると述べている。さらに，クライエントの文化的背景を理解し配慮
したサービスを提供する必要性があることと，それらのサービス提供が効果的であるこ
とを強調している。クライエントに必要とされるサービスが彼らの状況からみて最適か
どうかを考慮する知識や技術などを論じている。この概念は一遍に確立される固定的な
概念ではなく，実践や経験が重なっていく中で訓練され，習得され，発展する流動的な
概念であると述べられている。
また，カルチュラルコンピテンスとの概念は，ワーカー個人の能力だけではなく，ワ
ーカーが属している組織・機関にもあるべきと主張している。ワーカーが行う支援方法
や提供サービスなどは，ワーカーが属している組織・機関からも多くの影響を受けるの
で，組織・機関の環境や方針，政策などのカルチュラルコンピテンスも概念に含まれて
いる。
なかでも Lum は，カルチュラルコンピテンスのレベルをワーカー個人や組織・機関
に限定せず，組織・機関が属している地域社会に拡大し，地域社会が組織・機関に及ぼ
す影響まで想定しカルチュラルコンピテンスの概念を論じた点が特徴的である。
2-1-（b）．構成要因
各研究者によるカルチュラルコンピテンスの概念を踏まえ，構成要因の共通点や相違

表 3 各研究者によるカルチュラルコンピテンスの構成要因

Cross T. L. et al Lum D. Sue D. W. et al

構成
要素

5つの必須の要素がある。
1. Value diversity
2. Have the capacity for cul-
tural self-assessment
3. Be conscious of the dy-
namics inherent when cul-
tures interact
4. Have institutionalized cul-
tural knowledge
5. Have develop adaptations
to diversity

1．文化的気づき（認識）：ソーシャルワ
ーカーが，自身とクライエントに対する
文化的価値を理解する
2．知識の獲得：ソーシャルワーカーが，
これらの文化的価値がクライエントの強
みとして機能しているかを理解する
3．技術の開発：文化的価値に基づいた
サービスにクライエントを繋げ，適切な
介入を行う能力がソーシャルワーカーの
技術として開発される必要がある。
4．帰納的学習：経験を通した学習で，
ワーカーはクライエントに対する理解を
知識としての学習のみならず，実践の過
程もしくは持続的な経験の積み重ねで拡
大していく。

1．文化的認識：最初にワーカ
ー自身のもつ人間の行動に関す
る前提，価値観，バイアス，既
成概念，個人的な限界をしっか
りと認識すること
2．文化的知識：ワーカーは，
自分とは異なる文化的背景のク
ライエントの価値観，バイア
ス，前提といったその人の世界
観を積極的に理解すること
3．文化的技術：異なる文化的
背景のクライエントに働きかけ
るのに繊細かつ適切な介入方針
と技法の選択とその実践

特徴

カルチュラルコンピテンス
の形成段階を 6段階に分け
た。
1. Cultural Destructiveness
2. Cultural Incapacity
3. Cultural Blindness
4. Cultural Pre-competence
5. Cultural Competence
6. Cultural Proficiency

構成概念として，認識・知識・技術とと
もに，帰納的学習と提示。
これは，カルチュラルコンピテンスを完
璧に備えることは難しいとして，ワーカ
ーの実践の中で持続的に経験・学習する
過程を通して，ソーシャルワーカーのカ
ルチュラルコンピテンスが拡大していく
ことを強調した。

・三つの特性（Characteristic）
X 三つの側面（Dimension）を
提示。三つの特性と側面を総合
した概念がよく使われているカ
ルチュラルコンピテンスの概念
であり，基準になっている（5）。
・Multidimensional model for de-
veloping cultural competence を
提示（6）。
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点を見出した。各研究者が論じた内容を表 3のように整理した。
カルチュラルコンピテンスの構成要因から各研究者の理論における共通点と相違点が
より具体的に見られた。
共通点として，①ワーカー自身の文化の背景，価値観，自己覚知などの文化的認識と，
②クライエントの背景を配慮・理解する文化的知識に基づいて，③クライエントに働き
かけ，適切なサービスを提供することができる能力である文化的技術を主張している。
カルチュラルコンピテンスが連続的な概念であることは他研究者も論じているが，

Lum は構成要因として帰納的学習を取り上げていた。これは，知識のみならず，実践
や経験の積み重ねで拡大していくことを強調したと思われる。
Sue は三つの特性と三つの側面を提示し，それらを総合しカルチュラルコンピテンス
の概念を論じた。三つの側面とは，一般的にカルチュラルコンピテンスの構成要因と言
われる信念と態度，知識，技術であり，三つの特性とはワーカーが実践のおいて目指す
目標であるワーカーの自身の想定や価値観に対する認知，多文化クライエントの世界観
の理解，適切な介入及び技術である。また，Multidimensional model for developing cul-
tural competence を提示した。民族的・人種的背景や社会経済的地位，宗教的背景の差
異が生じることは各集団の特定の世界観によって見られるものであり，治療的介入の焦
点と関連があると主張している。
Cross はカルチュラルコンピテンスの形成段階を 6段階に分けた。1段階である Cul-

tural Destructiveness から Cultural Incapacity, Cultural Blindness, Cultural Pre-competence,

Cultural Competence を経て 6段階である Cultural Proficiency に発達できると述べた。こ
のようにカルチュラルコンピテンスは，サービス実践の過程でサービス提供者の態度，
知識，技術が発達する延長線上にあるものだと考えられる。
以上の概念と構成要因から，カルチュラルコンピテンスはワーカーが自分が属してい
る文化や環境の理解を前提としていることだと考えられる。ワーカーが属している国の
文化や組織・機関，地域社会を認識したうえで，クライエントの異なる国や文化的背景
を尊重する技術・能力が発揮されることであろう。特に，カルチュラルコンピテンスは
多様な経験や訓練と，ワーカーの組織・社会との関係を通して「変化」し，成長する概
念であるといえる。

2-2．支援対象
カルチュラルコンピテンスに関する文献が取り上げている支援対象は，外国人を支援
するワーカーや組織に限らず，児童や障がい者の方などであった。しかし，移民・外国
人労働者を含む外国人支援に限定した文献が圧倒的であった。外国人支援においても，
多様なカテゴリ化がされたので，国別に分け，表 4のように整理した。
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抽出された 33件の文献を支援対象別と国別に整理した結果は次の通りである。現在，
カルチュラルコンピテンスの概念が頻繁に用いられているのは外国人支援分野であっ
た。外国人支援の中でもワーカーとワーカーが属している組織・機関に対象が分けら
れ，そこからさらに教育，実践技術・概念・尺度開発・要因のようにカテゴリ化され
た。
日韓の文献においても違いが見られた。日本ではワーカーの養成教育や援助技術に関
して述べる文献が多く取り上げられていた。「教育」は，ソーシャルワーカ－として働
く人材養成のため学校などで行われるカリキュラム・実習に関する内容であり，「実践」
とは，実際に援助過程において適用できる技術などの内容である。アメリカなどで開発
され，日本の状況に合わせ発表された援助技術などが一般的に用いられた。一方，韓国
の文献においては，概念研究を始め尺度の開発やカルチュラルコンピテンスに影響を与
える要因に関する文献が多数であった。ワーカーが認識しているカルチュラルコンピテ
ンスの意味や，彼らの多文化に関する経験，カルチュラルコンピテンスの形成過程及び
それに影響を与える個人・組織的な要因などが多く見られた。その他には英文の先行研
究を整理した文献，全般的な社会的マイノリティーを対象にした文献，カルチュラルコ
ンピテンスの概念の批判的見解に関する文献などが見られた。

3．日本の文献におけるカルチュラルコンピテンス

3-1．カルチュラルコンピテンスのもつワーカーの養成教育
ワーカーの養成教育に関して主に論じた 3件を中心にしつつ，他の論文からそれに関

表 4 支援対象

対象
件数

日本（文献） 韓国（文献）
児童 ワーカー 1（1） 0

障がい者 ワーカー 3（4, 5, 7） 1（32）

外国人
ワーカー

教育 3（2, 6, 8） 0

実践技術 3（3, 10, 11） 0

概念 0 5（12, 18, 19, 25, 31）
尺度開発 0 3（14, 17, 29）
要因 0 7（15, 21, 22, 24, 26, 27, 28）

組織・機関
尺度開発 0 1（16）
要因 0 1（33）

その他 1（9） 4（13, 20, 23, 30）
計 11 22

（検索：2017. 12. 30）
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する内容を補足し，内容を分析した。現在の日本のソーシャルワークにおいて，外国人
の支援が積極的に取り上げられていない現状が批判されつつ，ワーカーのカルチュラル
コンピテンスの必要性が論じられた。
その文脈で，2006年より実施された愛知県の多文化ソーシャルワーカー養成課程が
紹介された。これは，外国人支援を行う際に，最低限に必要な知識や技術などを習得す
ることを目的としている。講座の内容としては，ジェネラル・スペシフィックな知識・
技術・価値の基本的な部分で，7週間 42時間行われた。
カルチュラルコンピテンスの発祥地と言われるアメリカでは，教育理念及び目標，実
習を含む直接的カリキュラム，運営体制などの学習環境を意味する間接的カリキュラム
の 3つが学校の教育方針及び認可基準の中に含まれていた。特に，アメリカのアリゾナ
州立大学は，大学が属している地域の多文化状況の理解と尊重を教科目の中で強調して
いた。必修科目として「ソーシャルワークの文脈における多様性と抑圧」を設置するな
ど，民族的・人種的要因や文化の内面・環境の要因について基本的な配慮をしている。
カナダは，カリキュラムの内容や運営体制に文化的多様性を考慮する観点を反映してい
た。特に，ヨーク大学では，「アイデンティティ，多様性，反差別的実践」という必修

表 5 カルチュラルコンピテンスをもつワーカーの養成教育

区分（文献） 内容
日本のソーシャルワー
カー教育の現状（2,
6）

・社会福祉の中で外国人の問題を積極的に取り上げようという姿勢が不足。
・ソーシャルワークを専門している学生が，ソーシャルワーカーとしてのカルチュ
ラルコンピテンスの必要性について学ぶ機会は限られている。
・多文化・国際化している社会の中で，ソーシャルワーク専門職に外国にツールを
持つ人々を理解し，支援を行っていくために必要な知識・技術・価値を習得するこ
とが求められている。彼らの生活問題を解決することができる実践力を有する人材
を養成するためのカリキュラムを整備する必要がある。

愛知県の多文化ソーシ
ャルワーカーの養成課
程（2, 6）

・2006年度より都道府県レベルで初めての試みとして，「多文化ソーシャルワーカ
ー養成講座」を立ち上げた。
・在日外国人支援を行っていくうえで，最低限必要な知識や技術を体系的に習得す
ることを目的とする。
・講座の学習内容は，ジェネラル・スペシフィックな知識・技術・価値のごと基本
的な部分について 7週間 42時間のカリキュラムで構成されている。
・研究終了後，事例検討を中心としたフォローアップ研究やスーパービジョンが必
須である。

他国の取り
組みの例
（8）

アメリカ ・教育方針及び認可基準の中で，教育理念及び目標，実習を含む直接的カリキュラ
ム，運営体制などの学習環境を意味する間接的カリキュラムの 3つの領域を含む。
・アメリカのアリゾナ州立大学は，置かれている地域の多文化状況の理解と尊重を
強調している。学士課程のカリキュラムにおいて文化的多様性に関する主要な科目
は「ソーシャルワークの文脈における多様性と抑圧」という必須科目（90分×30
回）である。他の科目を含め全科目において民族的・人種的変数や文化の内面・環
境の要因について基本的な配慮をしている。

カナダ ・教育目標の設定において文化的多様性を考慮し，それをカリキュラムの内容や運
営体制に反映する（7）。
・ヨーク大学の学士カリキュラムの中で，文化的多様性に関する主要なソーシャル
ワーク科目は「アイデンティティ，多様性，反差別的実践」という必修科目（3時
間×25回）である。他に，文化的多様性を主題としない科目でも，なるべく全て
の科目において関連内容を扱うようにしている。
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科目を設置，他の文化的多様性を主題としない科目でも，なるべく多くの科目において
関連内容を扱うようにしていた。その結果を整理したのは表 5である。

3-2．カルチュラルコンピテンスに基づいた援助技術
実際のワーカーが行う実践に関して主に論じた 3件を中心に，他論文からは補足し，
内容を分析した。実践としては，主に石河（2008）が提案した 6つの援助技術が言及さ
れた。その内容は，北米におけるカルチュラルコンピテンスの概念や方法に基づいて日
本に対応した援助技術である。①クライエントの文化的特色，生活習慣，宗教観，家族
観，子育て観，社会的・経済的状況の基礎知識を得，クライエントとの社会的・文化的
背景を尊重する，②日本的な価値観のものさしで異文化のクライエントを判断していな
いか，自己覚知する，③クライエントの日本語能力，経済力，サポートネットワークの
存在とその質なども含めて，クライエントの日本での経済的・社会的自立の可能性を踏
まえながらクライエントの日本への適応のアセスメントを行う，④クライエントの代弁
者としてクライエントの状況や問題，文化的背景を連携機関に説明，理解を促し，他機
関の援助者の外国人に対する意識が高まるよう働きかける，⑤必要に応じて適切な通訳
を活用する，⑥公的機関や医療機関等フォーマルな社会資源のみならず，外国組織のイ
ンフォーマルな組織と柔軟にネットワーキングし，ソーシャルネットワークを拡大す
る，ということである。この 6つの技術は，ミクロ・メゾ・マクロレベルのアプローチ
から説明されるソーシャルネットワーク実践の中で，ミクロ・メゾとしてのアプローチ
であると考えられる。

3-3．総括
日本の文献からは主にカルチュラルコンピテンスを持つワーカーの養成や援助技術に
関する内容が見られた。全体的なシステムや組織，そもそものカルチュラルコンピテン
スの概念よりはワーカーに関する研究が多かった。即ち，全体的な「ワーカーの養成」
の文献が中心である。これは中央政府からの一定のマニュアルや方向性などが提示され
ず各地域や組織別に提供するサービスや支援が異なるため，クライエントに最も身近な
ワーカーに高い資質を要することを反映しているではないだろうか。中央政府から決め
られた政策やシステムがあれば支援のやり方や手順が決められるが，現状は，組織やワ
ーカーが現場の多文化に関するニーズに柔軟に応えることが求められる段階になるの
で，ワーカーの教育や訓練などがより重要になると予想できる。このような背景で日本
の文献からは，外国人の支援方法やカルチュラルコンピテンスの必要性を政策やシステ
ム構築からアプローチするのではなく，地域のニーズに沿って組織やワーカーからアプ
ローチしていると考えられる。
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4．韓国の文献におけるカルチュラルコンピテンス

4-1．カルチュラルコンピテンスに影響を及ぼす要因
抽出された 33件の文献の中で，最もよく使われていた尺度はチェソヨン（2010）「援
助専門職のためのカルチュラルコンピテンスの尺度」であり，文化的認識・文化的態
度・文化的知識及び技術で構成されている。チェソヨン（2010）の尺度を使った文献に
共通して見られたのは，多文化クライエントに関連する業務の時間や組織（上司）から
の多文化クライエントに対する支援や態度であった。年齢，学歴，外国語の能力，多文
化同僚の有無，在職期間，多文化業務に関連する教育を受けた時間や経験などの要因に
ついては一貫性は見られなかった。特に，在職期間がカルチュラルコンピテンスに肯定
的影響を与えるとしている文献がある一方で，否定的な影響を与えるという文献も見ら
れた。
Suarez-Balcazar et al.（2008）が開発し，キムヨジンら（2011）が翻訳した「Cultural

Competence Assessment Instrument-UIC（CCAI-UIC）」の尺度は文化的理解及び知識・実
践技術・組織の支持で構成されている。これらを用いた文献からは，外国人知人の有
無，外国語の能力，多文化サービス提供の経験，地域社会の中での多文化関連サービス
の把握，上司からのスーパービジョンなどの関連要因が見られた。「The Multicultural
Awareness-Knowledge-and Skills Survey for Social Worker（Cronin 2005）」は，文化的認
識・文化的知識・文化的技術で構成され，この尺度を用いた文献からは，個人の多文化
受容性，多文化に対する教育の参加，上司（組織）のスーパービジョンなどが見られ
た。Lum（2006）が開発し，チェヘジら（2009）が翻訳した「カルチュラルコンピテン
スのための尺度」は，個人的レベル・組織的レベルで構成され，要因としては職業のア
イデンティティ－，使命感などが見られた。
上記で述べた要因は，ワーカー個人のカルチュラルコンピテンスに関連する要因であ
り，それに関する文献が多数あった。組織のカルチュラルコンピテンスに関する要因の
文献は 1件のみで，Mason（1995）が開発した Cultural Competence Self-Assessment

Questionnaire（CCSAQ）を用いて調査された文献である。その構成要因としては，多文
化活動への参加，多文化サービスを強化するための人材管理，多文化クライエントへの
アウトリーチ，多文化に関連する資源・サービスとの連携，組織の政策及びシステムで
あり，組織のカルチュラルコンピテンスに関連した要因は，ワーカーの多文化に対する
認識，異文化間のコミュニケーションスキル，多文化に関連する教育の経験などであっ
た。
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4-2．カルチュラルコンピテンスを測定する尺度開発
抽出された 33件の中で，カルチュラルコンピテンスを測定するため尺度開発の順に
従って，尺度を発表した文献は 4件見られた。その中で 3件がワーカーのカルチュラル
コンピテンスを測定する尺度であり，1件のみが組織・機関のカルチュラルコンピテン
スに関する尺度であった。詳細な内容は表 7の通りである。

4-3．総括
韓国の文献からは主にカルチュラルコンピテンスに影響を及ぼす要因とそれを測定す
る尺度開発の内容及びカルチュラルコンピテンスの概念を探る研究が見られた。即ち，
全体的な「システムを構築」する文献が多く，ワーカーの教育や実践に関する技術など
の文献は見当たらなかった。韓国では早い段階で外国人の急増により彼らの安定的な定
着や生活の保障が必要となった。しかし，短時間で効率よく支援を広げるため各地域社
会内でニーズに合わせた支援を開発することやワーカーの資質を高める教育に取り組む
ことなどよりは，一定なマニュアルや支援の方向性を定め，全体的なシステムを構築す
ることが必要ではないかと考えられる。また，量的研究が多く，研究に用いたツールを
重視する傾向により，カルチュラルコンピテンスに影響がある要因の検証やそれを測定
する尺度開発に関する文献が多く占める現状にあると考えられる。

表 6 カルチュラルコンピテンスと関連する要因

使われる尺度／開発者（年）
－見られた件（文献） 内容

援助専門職のためのカルチュラルコン
ピテンスの尺度／チェソヨン（2010）
－4件（22, 24, 26, 27）

・構成要因：文化的認識，文化的態度，文化的知識及び技術
・共通して抽出された要因：多文化クライエントに関連する業務の
時間，組織（上司）からの多文化クライエントに対する支援，態度

Cultural Competence Assessment
Instrument-UIC（CCAI-UIC）／Suarez-
Balcazar et al．（2008）開発・キムヨ
ジンら（2011）翻訳－1件（15）

・構成要因：文化的理解及び知識，実践技術，組織の支持
・カルチュラルコンピテンスに影響を与える要因：外国人知人の有
無，外国語の能力，多文化サービス提供の経験，地域社会の中での
多文化関連サービスの把握，上司からのスーパービジョンなど。

The Multicultural Awareness-Knowledge
-and Skills Survey for Social Worker ;
MAKSS-SW/Cronin（2005）－1件
（21）

・構成要因：文化的認識，文化的知識，文化的技術
・カルチュラルコンピテンスに影響を与える要因：個人の多文化受
容性，多文化に関する教育の参加，上司（組織）からのスーパービ
ジョンなど。

カルチュラルコンピテンスのための尺
度／Lum（2006）開発・チェヘジら
（2009） 翻訳－1件（28）

・構成要因：個人的レベル，組織的レベル
・カルチュラルコンピテンスに影響を与える要因：職業のアイデン
ティティー，使命感など。

Cultural Competence Self-Assessment
Questionnaire（CCSAQ）／Mason
（1995）

・組織のカルチュラルコンピテンスを測定する尺度
・構成要因：多文化活動への参加，多文化サービスを強化するため
の人材管理，多文化クライエントのアウトリーチ，多文化に関連す
る資源，サービスに連携，組織の政策及びシステム
・ワーカーの多文化に対する認識，異文化間のコミュニケーション
スキル，多文化に関連する教育の経験など。
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5．おわりに

5-1．考察
社会福祉学分野でカルチュラルコンピテンスに関連する文献の内容を分析してきた。
分析の結果について考察する。
各研究者の強調点によって異なる定義，構成要因が見られた。しかし，カルチュラル
コンピテンスについてワーカー自身もしくは組織が，自らが属している文化を認識し，
クライエントの文化に対する情報や知識を得，それを尊重する技術を通して効果的な援
助活動を行う能力かつその過程であることを共通して述べていた。全く異なる内容を論
じるのではなく，類似した内容について異なる命名をしたものと思われる。アメリカの
研究者の議論を各国，地域に沿って適用していることが明らかになった。また，ワーカ
ー同士・ワーカーと上司・ワーカーと組織の相互作用に関係しつつ，多文化教育や訓練
などによって積み重ねられ肯定的に成長していくものであることが明らかになった。そ
の結果から，カルチュラルコンピテンスとの概念・構成要因は広い範囲で，今まで論じ
られていた文化的認識・文化的知識・文化的技術・文化的センシティビティーなどの内
容が含まれる「包括的な概念」であり，同僚・上司・組織及び多文化教育や訓練に関連

表 7 カルチュラルコンピテンスを測定する尺度開発

尺度名／研究者 対象 カルチュラルコンピテン
スの構成要因 特徴

「援助専門職のカルチ
ュラルコンピテンスの
ための尺度」／チェソ
ヨン（2010）

援助専門職（病院，
学校，社会福祉館，
幼稚園，区役所に勤
務する援助専門職）

・計 33項目
・文化的認識及び態度 13項
目
・文化的知識 8項目
・文化的技術 12項目

・サービスの利用者と提供者の
観点を合わせて開発。
・妥当性の確認を行う。

「多文化ソーシャルワ
ーカーのカルチュラル
コンピテンスのための
尺度」／ノチュンレ・
キムジョンファ（2011）

多文化に関連する業
務を行うソーシャル
ワーカー

・多文化的実践技術
・文化的認識及び敏感さ
・多文化知識
・文化的差異を克服する能力

・妥当性の確認を行う。
・ワーカー個人の努力が強調さ
れた（カルチュラルコンピテン
スを開発しようとする活動や努
力に関する項目が含まれた）。

「ソーシャルワーカー
のカルチュラルコンピ
テンスのための尺度」
／チェヘジ（2014）

ソーシャルワーカー ・計 32項目
・多文化的価値と自己認識
・多文化的知識
・多文化的技術
・多文化的制度及び環境に関
する敏感さ
・多文化的実行

・ワーカーとクライエントとの
関係のみならず，ワーカーと組
織，クライエントと組織の関係
や政策まで視野を広げた。
・カルチュラルコンピテンスは
ワーカーが最初から持っている
能力ではなく，発展させるプロ
セスであることが強調された。

「援助専門機関のカル
チュラルコンピテンス
のための尺度」／チェ
ソヨン・イサンチョル
（2011）

援助専門機関（地域
社会福祉館・病院・
学校・保育施設な
ど）

・計 18項目
・コミュニケーションの活性
化 5項目
・利用者の権利・利益の擁護
7項目
・サービス品質の支援 6項目

・援助機関のカルチュラルコン
ピテンスを測定する尺度
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する「連携的な概念」，そしてこのような経験が重なりつつ肯定的な方向に発展してい
く「成長的な概念」であると考えられる。
カルチュラルコンピテンスは，自分と異なる文化的背景を持っているクライエントを
支援するワーカーに必要とされる。「文化」とは，社会を構成する人々によって習得・
共有・伝達される行動様式ないし生活様式の総体であり，言語・習俗・道徳，種々の制
度などが含まれる（大辞林第三版）ものである。しかし，今日では単に国籍や人種・宗
教などを超え，障がい者，性的マイノリティー，児童，高齢者など，一人一人が持って
いる固有の特徴などを含む意味に拡大している（NASW 2008）。このような意味を踏ま
え，対人援助の専門家であるワーカーに必要とされるカルチュラルコンピテンスに関す
る日韓の文献を見ると，狭義の「カルチュラル（文化的）」が使われており，異なる国
籍，異なる人種に焦点が当てられていることが明らかになった。例えば，障がい者の支
援，児童相談所での支援，里親施設での支援などクライエントが持っている特殊な環境
やニーズに対応できるコンピテンスが必要とされるが，それに関する文献はまだ欠けて
いる。それは長期間，一つの民族や文化が社会の主流であった日韓の歴史的な背景か
ら，異なる文化という概念は，異なる国籍や異なる人種に関するものと認識される傾向
であったのではないだろうか。実際，両国で抽出された多くの文献が，外国人の支援に
おけるカルチュラルコンピテンスについて論じていた。日本の文献で取り上げられてい
る支援対象の方が韓国の文献より広範であり，日本の文献は障がい者・児童などに係る
ワーカーのカルチュラルコンピテンスに関する研究も含まれていたが，韓国の文献は主
に外国人支援に関するカルチュラルコンピテンスに焦点を当てている傾向が見られた。
近年外国人の比率が急増した韓国では，彼らに対するセーフティーネットが必要にな
り，彼らを支援するワーカーの能力・態度などがキーワードになった。こうした社会的
背景から，外国人援助に対するカルチュラルコンピテンスの文献が増加したと考えられ
る。
両国の文献において取り上げられる内容の差異も見られた。概念と構成要因に関する
文献の数が大きく異なっていた。両国が異なる概念を用いたわけではないが，韓国の文
献において「カルチュラルコンピテンス」の概念がより多く検討され，意味を深めた。
日本の文献は概念を詳しく区別することより，その概念を日本の現状に適用し，能力あ
るワーカーを養成することに焦点が当てられている。高橋ら（2008）は児童相談所で経
験するカルチュラルコンピテンスに関する研究を発表したが，カルチュラルコンピテン
スをどのように定義して，ワーカーの実践の中でどのような経験をそれに当てはめるか
などは明確に提示していなかった。また，添田（2012）はソーシャルワーカーが社会の
多様性に関する認識や態度を備えるためのカリキュラムに着目し分析を行ったが，その
分析の中でカルチュラルコンピテンスの焦点は明確に提示されなかった。しかし，陳
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（2014）の論文によると，アメリカなどで発表された英語文献では，カルチュラルコン
ピテンスの意味や構成要因を詳しく区別し意味を探っている。韓国の社会福祉教育・実
践は初期からアメリカの教育モデルの影響があり（キムヘラン 1985），カルチュラルコ
ンピテンスの概念や構成要因をより深く探る傾向においてもアメリカの傾向に影響を受
けていると考えられる。
日本の文献の内容は，主に「教育」や「実践」に関するインタビュー調査研究や文献
研究であった。さらに，アメリカなどで発表された概念を日韓の文献で各国の状況や文
化に合わせて適用しているのだが，日本の殆どの文献では「成長していくカルチュラル
コンピテンス」の概念を最も強調した研究者である Lum と Sue の理論が使われてい
た。「訓練」，「経験」などの学習を強調した理論を用い，主にソーシャルワーカー養成
や教育，カリキュラム，技術方法などが研究された。実際，日本では，1990年代以降
徐々に居住外国人が増加したものの，彼らに対する行政支援は十分とはいえない（佐竹
ら 2017）。代わりに，各地域の組織が情報を提供しつつ，何らかの相談機能を果たして
いる状況であり，地域の外国人も自らうまくこれらを利用している様子であった（藤
代・三澤 2011）。外国人のニーズや問題，それに関する支援などが全国的に一気に広が
り社会問題や学問的課題を生むのではなく，地域のニーズに沿って，徐々に広がってい
たといえる。各地域や組織ごとに提供するサービスや支援の内容が異なるためクライエ
ントに最も身近なワーカーの役割がより重要になり，より高いワーカーの資質が要求さ
れると予想できる。各地域の特徴などを反映してワーカーの援助技術や教育などに焦点
が置かれ，長時間をかけてワーカーが適用できるカルチュラルコンピテンスが注目され
てきたと考えられる。
一方，韓国の文献は「要因分析」や「尺度開発」に焦点を当てる傾向にあり，量的分
析と Cross の理論が最も多く用いられた。Cross はカルチュラルコンピテンスの形成段
階と尺度を同時に発表している。抽出された文献の中で全般的に量的研究が多かった韓
国の文献から Cross の理論が多く見られたのはこのような理由であると考えられる。こ
れは実践や教育より理論や方法に重点を置く（ジェンソンヨン 2004）韓国の研究傾向
を表していると思われる。韓国では，2000年以降，産業研修生，外国人労働者，結婚
移住者などの居住外国人の急増が見られ，早いスピードで多文化社会に突入した。多文
化社会への準備などが整ってない状態で，彼らの生活の安定と適応に関する問題，家
族・地域社会での葛藤，子どもの養育と教育などの問題が生じるようになった（女性政
策研究院 2015）。このような問題に対応するため，行政支援の多文化関連サービスが実
施され始め，特に中央行政からの指示や高い割合の支援金で，主な事業やプログラムが
急速に全国的に広がるようになり（金松美・朴東鎮 2017），その事業やプログラムの効
果の側面に焦点が当てられる傾向が見られた。このような社会的背景により外国人，多

日韓の「カルチュラルコンピテンス」に関する概念の検討 ６９



文化社会に関する研究も増加するようになった（8）。初めは主に外国人の当事者に関する
研究であったが，サービス提供において重要な役割を果たしているワーカーと組織に焦
点を当てている研究は乏しい現状である（チェソヨン 2013）ことが批判されたことも
あり，それに関する研究も増えつつある。質の高いサービスを提供する前提条件として
カルチュラルコンピテンスが提示され，このような流れでカルチュラルコンピテンスの
概念が外国人に関連するワーカーと組織に限られ展開されたと考えられる。また，結果
として効果をもたらす要因分析や尺度開発など量的研究に関する文献が多く発表された
と考えられる。

5-2．今後の研究のための提言
上記の内容を踏まえて今後の各国で補完していくべき研究の方向性として，以下のよ
うに提言する。
第一に，日本はソーシャルワーカーの養成や教育，実践に焦点があり，「カルチュラ
ルコンピテンス」の概念に関して合意した論議がされていなかった。現場のワーカーや
組織はどのように認識しているか，どのような要因が彼らの実践上に肯定的な影響をも
たらすかなどについて，論じる必要があると思われる。一方，韓国では，量的研究の要
因分析や尺度開発に関する研究が集中している。こうした傾向は具体的な数値を測定
し，因果関係を明確に提示することができるメリットがあるが，統計から得られた要因
一つ一つの意味やそれに対する対象者の感情などは逃しやすい傾向がある。従って，量
的調査の結果を補完する文献やインタビューなどを用いた研究が必要である。
第二に，外国人支援においても多様な背景のある対象者がいる。外国人労働者，結婚
移住者，留学生，国際結婚家庭の子ども，難民など，既存社会の中で生活しているすべ
ての外国人を包括する支援やサービスの在り方に関する論議が必要である。外国人の中
でも高い割合を示す集団が研究対象として集中しがちであるが，対象の多様性，包括性
が求められる。さらに，「文化」の意味を広げ，国籍や人種に限らず，多様な対象者の
援助において，クライエントが持っている個人の文化が考慮されるような実践方法や態
度，それに関する研究が必要である。聴覚障がい者のろう文化について研究した原
（2011）は聴者にとっては聴文化とは異なる，ろう文化を背景とする聴覚障がい者への
ソーシャルワーク実践を行う場合，カルチュラルコンピテンスが必要であると論じてい
る。このように，様々な形態で存在している下位文化の配慮まで含まれたカルチュラル
コンピテンスの研究が必要である。
第三に，組織・機関のカルチュラルコンピテンスに関する研究が必要である。ワーカ
ーは個人の価値観のみでサービスを提供するのではなく，組織・機関の一員として組
織・機関の理念，政策，方針に従って実践を行うので，組織・機関が認識しているカル
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チュラルコンピテンス，対象者に対する理解などを明らかにする必要がある。実際，多
くの研究者が組織の支持や方針などの組織・機関のカルチュラルコンピテンスがワーカ
ーに影響があると論じており，韓国の多くの要因分析からも組織の雰囲気・多文化に関
する教育の提供などが強い影響を与えることが明らかになっている。しかし，組織・機
関のカルチュラルコンピテンスに関する研究はまだ多くないことが現実である。今度は
このような側面を考慮した研究が必要であろう。

注
⑴ KISS（Koreanstudies Information Service System）は，旧名称，韓国学術・学会誌電子ジャーナルで，韓
国発行の人文・社会科学関連を雑誌記事の検索できるエンジンである。DBpia は，韓国の Nurimedia
社が，教保書店（韓国の書店名）と共同で提供する学術情報データベースである。韓国政治学会，行
政学会をはじめとする韓国学術・学会誌の全文データが利用可能である。現在，約 860,000論文，555
機関，約 1,200種の刊行物を収録している。

⑵ 韓国の検索エンジンでは，「cultural competence」を意味する「��� ��（文化的力量）」「��� �
��（文化的有能感）」とのワードと，同意語として使われている「cultural sensitivity（文化的センシ
ティビティー，文化的感受性）」を意味する「��� �	
（文化的感受性）」「��� ��
（文化
的敏感性）」，「cultural efficacy（文化的効力感）」を意味する「��� ���（文化的効能感）」を含
め，検索ワードとして用いた。

⑶ 抽出された 33件の文献は以下のようである。

番号 著者 出版
年 論文名 掲載雑誌名 巻（号），

ページ

日
本
の
文
献

1 高橋重宏，庄司順
一，才村純［他］ 2008 児童相談所におけるカルチュラル・コンピテンスに関する研究 日本子ども家庭総合研

究所紀要 45, 3-36

2 石河久美子 2008 ソーシャルワーク教育におけるカルチュラル・コンピテンス──教育機関と地域の現状から こころと文化 7（2）, 135-
142

3 武田丈 2009 日本における多文化ソーシャルワークの実践と研究の必要性 ソーシャルワーク研究 35（3）, 176-
188

4 熊谷忠和 2011 当事者視点を基盤にしたソーシャルワーク援助に関する試論：ハンセン病当事者のライフストーリーからの学びを通して 川崎医療福祉学会誌 21（1）, 11-
28

5 原順子 2011 聴覚障害ソーシャルワーカーのカルチュラル・コンピテンスに関する一考察 四天王寺大学紀要 52, 87-98

6 添田正揮 2012 ソーシャルワーク教育における文化的コンピテンスと多様性 川崎医療福祉学会誌 22（1）, 1-13

7 原順子 2013 聴覚障害者への相談支援におけるソーシャルワーカーのカルチュラル・コンピテンスに関する質的研究 四天王寺大学紀要 （55）, 111-
126

8 ヴィラーグ ヴィ
クトル，植村英晴 2013 文化的多様性に関するグローバル基準を満たしたソーシャルワーク教育プログラム：アメリカとカナダにおける学士課程（BSW）の訪問調査から

日本社会事業大学研究
紀要 59, 63-82

9 陳麗 2014 ソーシャルワーク教育におけるカルチュラルコンピテンスの研究動向に関する調査研究：英語文献の内容分析を用いて
Total rehabilitation re-
search 2, 106-115

10 森恭子 2016 移民・難民支援とソーシャルワーク ソーシャルワーク研究 42（2）, 102-
113

11 武田丈 2016 多様性の尊重とソーシャルワーク：人権を基盤とするアプローチ ソーシャルワーク研究 42（2）, 73-
86

韓
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12 
��（＝キムヨンヒ） 2007
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⑷ 各分析に用いられた文献をリスト番号で表しておく。
⑸ 特に，三つの特性は実践においてのワーカーが目指す目標であり，三つの側面は一般的に多くの研究
で使われているカルチュラルコンピテンスの構成要因である。1．三つの特性：①ワーカー自身の想
定，価値観に対する認知 ②多文化クライエントの世界観の理解 ③適切な介入及び実践の技術 2．
三つの側面：①信念と態度（beliefs and attitudes）②知識（knowledge）③技術（skills）

⑹ Multidimensional model for developing cultural competence の基本的な前提を三つ述べた。1．各集団－特
定の世界観によって，民族的・人種的背景や社会経済的地位，宗教的背景の差異がある。2．認識・知
識・技術の三つの構成要因をもつ。3．治療的介入の焦点と関連がある。
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⑺ カリキュラム内容については学校に次のような文化的多様性に関する点が求められる。1．自分の文化
的背景が援助関係に及ぼす影響（例えば抑圧など）を含む学生の自己認識の促進 2．社会福祉実践や
政策が文化的に多様な人々に及ぼす影響（差別，抑圧の可能性）に対する卒業生の理解の保障 3．文
化的に多様なクライエントを対象とした直接介入における卒業生の初歩的な力量の保障 4．文化的に
多様な地域を対象とした卒業生の実践力の習得の保障

⑻ 上記の韓国の検索エンジンで「多文化」を検索ワードし，年度別に分けると次の結果である。
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This study examined the concept of “Cultural Competence” in relation to the literature in
the field of social work studies. The purpose of this study is to review the results of the analysis,
look at the suggestions obtained from them and then propose future research topics. It focused
on implicates of Korean and Japanese studies. Analyzed literatures are 11 Japanese volumes and
22 Korean volumes. As a result of the analysis, it became clear that Culture Competence in-
cludes「comprehensive concepts」such as cultural awareness・cultural knowledge・cultural
skill・cultural sensitivity，「cooperative concepts」like colleagues/bosses/organization・multicul-
tural education・training related and「growth concepts」that develops in a positive direction
while overlapping experience of work.

While Korean literature concentrates on foreign support, Japanese literature has been widely
available to assist foreigners with disabilities and children. And the main theme of Japanese lit-
erature was「education」and「practice」, but the main theme of Korean’s was「effect factors」
and「scale development」etc. Based on the results, it recommended for future research.

Key words : Japan and Korea, Cultural Competence, Literature review
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